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東
京
都
や
兵
庫
県

知
事
選
挙
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
情
報
が
猛
威

を
振
る
っ
た
こ
と

は
、
皆
さ
ん
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ

る
。
特
に
20
～
30

代
の
若
年
世
代
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情

報
を
も
と
に
投
票
し
た
と
い
う

▼
昨
年
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
で
は
、
台
風
接
近
の
予

報
が
出
た
た
め
、
神
戸
に
帰
り

翌
日
か
ら
ウ
ェ
ブ
で
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
▼
し
か
し
新
幹

線
が
静
岡
駅
で
運
休
と
な
り
、

改
札
口
に
は
テ
レ
ビ
局
が
来
て

い
た
。
避
け
よ
う
と
し
た
が
捕

ま
っ
た
。
４
時
間
後
よ
う
や
く

宿
を
見
つ
け
、
一
息
つ
い
て
携

帯
を
見
る
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映

像
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
多
く
の
組
合
員

か
ら
「『
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
、

静
岡
』
を
見
ま
し
た
よ
」
と
言

わ
れ
た
▼
本
紙
は
月
２
回
発
行

だ
が
、記
事
の
内
容
に
つ
い
て
、

組
合
員
か
ら
意
見
や
感
想
な
ど

を
聞
く
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
皆

無
で
あ
る
。
多
く
の
組
合
員
が

読
ん
で
い
る
と
思
い
た
い
が
、

ほ
と
ん
ど
の
組
合
員
が
読
ん
で

い
な
い
と
な
る
と
「
ホ
ン
マ
、

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
で
あ
る
。

１日　県本部女性部・臨職評合同学習会
（ひょうご共済会館）

６日　2025春闘宣伝行動（主要駅ターミナル）
８日　県本部卓球大会（八鹿総合体育館）
８日　社会福祉協議会関係労組交流会

（播磨ブロック事務所）
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今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
期

に
、
あ
ら
た
め
て
災
害
時
に
お

け
る
自
治
体
の
役
割
、
そ
し
て

私
た
ち
労
働
組
合
と
し
て
の
取

り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
自
治
体
で
働
く
職
員

は
、
い
ざ
災
害
が
起
こ
れ
ば
即

座
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
現
状
の
人
員

不
足
の
中
で
、
30
年
前
と
同
規

模
の
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
各

自
治
体
は
対
応
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

30
年
前
は
、
現
業
職
場
の
存

在
も
大
き
く
、
災
害
ゴ
ミ
の
撤

収
や
仮
設
ト
イ
レ
の
し
尿
収

集
、
水
の
確
保
や
避
難
所
運
営

な
ど
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
を
経
験
し
た
神
戸

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
災

害
、
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
自
治

体
に
対
し
、
多
く
の
支
援
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
発

生
し
た
能
登
の
大
震
災
に
お
い

て
も
、
震
災
ゴ
ミ
の
収
集
等
の

支
援
に
多
く
の
現
業
組
合
員
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
東
日
本
大
震
災
の
際

に
、
宮
城
県
に
支
援
に
入
り
ま

し
た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
全
国
か
ら
自
治
労
の
仲
間

に
１
ヶ
月
で
２
５
０
人
以
上
の

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
、
兵
庫
県
内
の
各

自
治
体
で
は
、
業
務
委
託
や
退

職
者
不
補
充
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
活
用
な
ど
で
、
現
業
職

員
が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
さ
ら
に
、
事
務
職

場
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
に

よ
り
、
よ
り
人
員
が
削
減
さ
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
、
大
規
模
災
害

は
お
ろ
か
、
各
地
で
頻
発
す
る

豪
雨
災
害
な
ど
に
も
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
明
白
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
、
兵
庫
県
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
『
う
す
れ
な
い
記
憶

は
な
い
。
つ
な
ぐ
べ
き
決
意
が

あ
る
』
で
す
。

　

大
震
災
を
経
験
し
た
被
災
地

で
働
く
私
た
ち
は
、
人
員
不
足

が
常
態
化
し
た
現
状
に
異
を
唱

え
、
改
め
て
災
害
に
対
応
で
き

る
自
治
体
と
な
る
よ
う
、
人
員

確
保
を
要
求
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
、
自
治
体
当
局
に
対
し

現
場
実
態
を
突
き
付
け
、
人
員

体
制
の
整
備
を
要
求
で
き
る
の

は
、
自
治
体
単
組
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
。
単
組
は
春
闘
期
か
ら

職
場
点
検
に
入
り
、
要
求
を
確

立
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
以
降
、
６
月
の
人
員
確

保
闘
争
の
要
求
等
つ
い
て
触
れ

て
い
き
ま
す
。

公
企
統
一
闘
争
総
括（
案
）な
ど

の
承
認
に
続
き
、
２
０
２
５
春

闘
方
針（
案
）、
当
面
の
闘
争

方
針（
案
）な
ど
が
提
案
さ
れ

た
。

　

こ
れ
ら
議
案
に
対
し
、
再
任

用
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

の
一
時
金
支
給
月
数
の
常
勤
職

員
と
の
均
衡
、
定
年
延
長
職
員

と
暫
定
再
任
用
職
員
と
の
賃
金

水
準
の
格
差
解
消
が
人
員
確
保

の
観
点
か
ら
も
解
決
が
必
要
と

の
意
見
が
、
多
く
の
県
本
部
か

ら
出
さ
れ
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
質
疑
・
討

論
を
経
て
、
い
ず
れ
の
議
案
も

圧
倒
的
多
数
の
中
央
委
員
の
賛

成
を
得
て
可
決
さ
れ
た
。

　

春
闘
方
針
を
決
定
し
た
こ
と

を
受
け
て
２
０
２
５
春
闘
が
本

格
的
に
始
動
す
る
。
す
べ
て
の

単
組
で
要
求
書
提
出
と
労
使
交

渉
・
協
議
を
行
い
、
課
題
の
前

進
を
め
ざ
す
。

石上委員長の団結ガンバロウ

　

自
治
労
本
部
は
１
月
28
～
29

日
の
２
日
間
、
第
１
６
７
回
中

央
委
員
会
を
東
京
の
会
場
か
ら

ウ
ェ
ブ
で
開
催
し
、
２
０
２
５

春
闘
方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針

な
ど
を
決
定
し
た
。
参
加
者
数

は
、
中
央
委
員
・
傍
聴
者
の
合

計
約
５
０
０
人
（
兵
庫
県
本
部

か
ら
11
人
が
参
加
）。

　

冒
頭
、
第
27
回
参
議
院
選
挙

比
例
代
表
組
織
内
候
補
予
定
者

の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
、
一

般
経
過
報
告
、２
０
２
４
現
業
・

　

執
行
部
答
弁
で
は
「
情
報
提

供
の
あ
り
方
は
全
国
的
課
題
、

中
央
本
部
に
提
起
す
る
。
賃
上

げ
を
理
由
と
し
た
業
務
増
は
、

間
違
っ
た
考
え
。
ま
た
、
様
々

な
交
渉
で
は
、
今
後
に
つ
な
が

る
よ
う
な
継
続
協
議
と
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
答
弁
し
、そ
の
後
、

議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

の
報
告
。
豊
岡
市
職
労
の
藤
原

中
央
委
員
は
「
今
回
は
会
計
年

度
の
４
月
遡
及
勝
ち
取
っ
た
」

と
賃
金
改
善
の
報
告
が
あ
っ
た
。

尼
崎
嘱
託
労
組
の
阪
本
中
央
委

員
は
「
委
託
時
の
継
続
雇
用
を

確
認
。
ま
た
、
当
局
に
給
料
表

の
問
題
点
を
認
識
さ
せ
た
」
と

会
計
年
度
の
処
遇
改
善
の
取
り

組
み
報
告
。
豊
岡
病
院
労
組
の

大
井
中
央
委
員
は
「
病
院
経
営

が
厳
し
い
が
、
地
域
手
当
は
支

給
さ
せ
て
い
く
」
と
交
渉
へ
の

決
意
を
述
べ
た
。
い
た
み
指
労

の
川
口
中
央
委
員
は
「
不
利
益

変
更
と
な
る
新
給
料
表
は
導
入

さ
せ
な
い
」
と
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
報
告
が
あ
っ
た
。

　

県
本
部
は
第
２
１
７
回
中
央

委
員
会
を
２
月
７
日
に
神
戸
市

内
で
開
催
し
た
。
春
闘
方
針
を

は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
議
案
を

審
議
し
、
６
人
の
中
央
委
員
か

ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

報
告・議
案
提
起
の
あ
と
、
質

疑
で
は
、
伊
丹
市
職
労
の
山
下

中
央
委
員
か
ら
「
地
域
手
当
の

全
国
の
状
況
に
つ
い
て
、
県
本

部
の
情
報
提
供
へ
の
あ
り
方
」

へ
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
佐
用
ひ

ま
わ
り
労
組
の
木
南
中
央
委
員

は
「
加
東
市
の
会
計
年
度
で
制

度
を
逸
脱
し
た
業
務
の
高
度
化

や
加
西
市
の
地
域
手
当
支
給
、

60
歳
以
降
の
昇
給
改
善
」
に
つ

い
て
ブ
ロ
ッ
ク
臨
職
評
と
し
て

山下中央委員藤原中央委員大井中央委員

川口中央委員 阪本中央委員 木南中央委員

1 大規模災害に対応できる人員配置

県本部中央委員会

次
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
へ

地
域
手
当
、処
遇
改
善
な
ど
の
課
題
を
共
有

自治労中央委員会

春闘が本格始動
再任用の賃金改善を
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１
月
24
日
か
ら
の
通
常
国
会

で
実
現
に
道
筋
を
付
け
た
い
政

策
の
１
つ
が
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
で
す
。
立
憲
民
主
党
で

は
国
会
開
会
以
降
、
有
識
者
や

関
係
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

議
員
間
討
議
を
行
い
、
議
論
を

進
め
て
お
り
、
２
月
12
日
の
会

議
で
は
連
合
か
ら
実
態
調
査
に

基
づ
く
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
早
期
導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ

る
法
制
審
議
会
が
１
９
９
６
年

に
制
度
導
入
の
答
申
を
出
し
て

か
ら
す
で
に
29
年
が
経
過
し
ま

た
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
員
会

は
日
本
政
府
に
対
し
制
度
の
実

現
を
再
三
勧
告
し
、、
経
団
連

も
２
０
２
４
年
早
期
実
現
を
求

め
る
提
言
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

通
称
使
用
の
拡
大
で
は
問
題

解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
と
、
労

働
界
、
法
曹
界
、
経
済
界
が
制

度
導
入
を
後
押
し
し
て
お
り
、

あ
と
は
政
治
の
決
断
の
み
で
す
。

　

会
議
で
は
私
も
「
改
姓
す
る

こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
、
困
ら

な
い
人
、
考
え
方
も
人
そ
れ
ぞ

れ
。
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現

こ
そ
が
必
要
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
性
別
年
齢
を
問
わ
ず
、
問

題
解
決
に
向
け
、
早
期
実
現
を

果
た
し
ま
し
ょ
う
！

　

障
害
者
問
題
を
考
え
る
兵
庫

県
連
絡
会
議
第
44
回
総
会
及
び

人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
１
月

25
日
に
神
戸
市
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
石
橋
宏

昭
事
務
局
長
は「
聴
覚
障
害
者

が
車
で
は
ね
ら
れ
て
亡
く
な
ら

れ
た
事
故
の
裁
判
に
つ
い
て
、

過
失
割
合
が
１
審
で
は
85
％
、

公
判
で
１
０
０
％
の
過
失
割
合

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
国
連

の
権
利
条
約
や
全
国
の
障
害
者

運
動
の
中
で
１
つ
の
方
向
性
と

し
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。障

問
連
活
動
に
関
わ
る
団
体
や
事

業
所
、
ス
タ
ッ
フ
が
減
少
し
て

ワークショップではモデル賃金を作成
　

県
本
部
臨
職
評
は
全
単
組
代

表
者
会
議
と
学
習
合
宿
を
１
月

25
～
26
日
に
神
戸
市
内
で
開
催

し
、22
単
組
72
人
が
参
加
し
た
。

　

代
表
者
会
議
の
冒
頭
、
北
林

江
利
子
臨
職
評
議
長
は
「
要
求

の
根
拠
を
学
習
す
る
こ
と
が
大

切
。
引
き
出
し
を
増
や
し
、
処

遇
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
春
闘
に
向
け

た
取
り
組
み
協
議
を
行
っ
た
。

　

自
治
労
本
部
総
合
政
治
政
策

局
の
佐
藤
久
美
子
政
治
局
長
よ

り
「
組
織
内
議
員
の
必
要
性
と

政
治
闘
争
に
つ
い
て
」
の
講
演

を
受
け
た
。
佐
藤
局
長
は
２
０

０
５
年
に
市
川
市
の
臨
時
職
員

に
採
用
さ
れ
、「
賃
金
が
上
が

ら
な
い
」「
雇
い
止
め
が
あ
る
」

「
交
通
費
が
全
額
支
給
さ
れ
な

い
」
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
組
合
を
結
成
。
当
時
、
行

政
改
革
に
よ
る
財
政
難
で
退
職

不
補
充
や
委
託
化
が
進
み
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
が
増
加
し
続

け
た
背
景
な
ど
を
説
明
。
そ
し

て
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
の
た
め
、
全
国
の
仲
間

と
組
織
内
議
員
が
要
請
行
動
を

重
ね
た
結
果
、
勤
勉
手
当
支
給

を
可
能
と
す
る
改
正
法
案
の
成

立
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
ま
た
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
４
月
遡
及

や
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
交

付
金
単
価
の
見
直
し
な
ど
、
現

場
の
声
を
反
映
し
た
国
会
で
の

発
言
が
紹
介
さ
れ
、
職
場
の
実

態
か
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
組
織
内
議
員
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

　

２
日
目
は
戎
剛
県
本
部
副
委

員
長
が
「
給
料
表
の
運
用
に
つ

い
て
」
説
明
を
行
い
、
参
加
者

は
正
規
の
給
料
表
を
ベ
ー
ス
に

モ
デ
ル
賃
金
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
賃
金
の

仕
組
み
を
学
び
、
新
た
な
給
料

表
の
導
入
提
案
な
ど
を
受
け
た

際
に
も
役
立
つ
実
践
的
な
場
と

な
っ
た
。

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
、

そ
の
教
訓
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

連
合
兵
庫
防
災
・
減
災
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
１
月
19
日
に
神
戸
・

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

は
じ
め
に
、
元
兵
庫
県
知
事

の
井
戸
敏
三
さ
ん
か
ら
「
大
震

災
を
振
り
返
る
～
復
興
と
防

災
・
減
災
」
と
題
し
て
の
講
演

で
は
、
復
興
計
画
で
重
要
な
の

は
「
必
要
な
人
材
の
確
保
と
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
で
あ

る
」と
の
基
調
提
起
を
受
け
た
。

　

有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
震
災
経

験
者
が
『
命
の
尊
さ
』、『
家
族

と
の
絆
の
大
切
さ
』
を
貴
重
な

教
訓
と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」と
ま
と
め
ら
れ
た
。 シンポジウムの様子

期
役
員
選
出
」
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
終
了
し
た
。

　

総
会
後
の
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
「
震
災
30
年
か
ら
障
害

者
・
部
落
問
題
の
今
と
災
害
の

課
題
を
考
え
る
」
を
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
、
ゆ
め
風
基
金
理

事
・
八
幡
隆
司
さ
ん
よ
り
「
ゆ

め
風
基
金
の
取
り
組
み
と
こ
れ

か
ら
の
課
題
」
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
た
。
講
演
の
中
で
、「
障

害
者
に
お
け
る
最
大
の
防
災
と

は
、
日
頃
か
ら
様
々
な
関
係
を

構
築
し
、
障
害
者
が
地
域
で
繋

が
り
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

い
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
後
継
者
の
育
成
や
組
織
拡
大

を
検
討
し
な
が
ら
運
動
を
し
て

い
く
」と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
事
で
は
「
情
勢
お
よ
び
２

０
２
４
年
度
活
動
報
告
」、「
２

０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
」、

「
２
０
２
４
年
度
決
算
報
告
」、

「
２
０
２
５
年
度
予
算
案
」、「
次 石橋事務局長のあいさつ

岸まきこ参議院議員活動報告

選択できる社会の実現を
～選択的夫婦別姓制度確立に向けて～

障
問
連
総
会
・
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
国
の
成
果
を
兵
庫
で
も

臨職評学習合宿

な
ぜ
組
織
内
議
員
が
必
要
な
の
か

私
た
ち
の
職
場
実
態
を
国
会
で
発
言

連合兵庫シンポジウム

阪神･淡路大震災30年
忘れてはならない教訓を次世代に


